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　ローンとは、金融機関（銀行、カード会社、消費者金融
等）から直接お金を借りることです。
　消費者が金融機関に借入の申込みをすると、金融機関
が消費者の信用調査をしてお金を貸し付けます。消費者
は利息とともに借りたお金を返済します。
　ローンもクレジットによる買い物と同様「借金」です。
お金に困って借りると、返済は困難になることを認識し、
計画的に利用することが大切です。

ローンって何だろう？

スマートフォンを安全に利用しよう！

クレジットカードの
仕組みを知ろう！

①信頼できるサイトからアプリをインストール！
②アプリをインストールする際はアクセス許可を確認！
③ＯＳやアプリは最新の状態に！セキュリティソフトも使おう！
④個人情報は掲載しない！
⑤ＳＮＳなどのネットで知り合った人とは安易に会わない！
⑥「ながらスマホ」などの危険行動をしない！

　クレジットとは「信用」という意味で、消費者の「信用」
をもとに、クレジットカード会社が販売店に代金を立替
払いし、消費者が後からクレジットカード会社に返済する
というシステムです。
　手元に現金がなくても商品をすぐに手に入れられる便利
なシステムですが、クレジットによる買い物は「借金」で
あることを認識することが大切です。

利用上の
注意点

カードを提示して
購入申込み

①借入の申込み
③返済（利息含む）

②信用調査・貸付

商品・サービスの提供

売上代金の
請求　

クレジット
カードの発行・
支払請求

利用代金の支払い
　（一括又は分割）

売上代金
立替払い

クレジットカード会社

消　費　者 加　盟　店

消　費　者 金 融 機 関

・利用は確実に返済できる金額まで
・金利や返済総額を必ず確認
・支払い明細書のチェックを忘れずに

・支払期日を必ず守る
・キャッシング機能の利用は慎重に判断を

利用上の
注意点

・利用は返済能力の範囲で計画的に
（返済額は、借入額よりも高額になります。）
・無登録業者や高金利業者などの違法な金融業者を利用しない
・多重債務で困った場合は消費生活相談窓口へ相談を！

　高額契約を勧められ、断り切れずに消費
者金融等でお金を借りて契約し、返済に
困るケースも見られます。
　安易な気持ちでお金を借りることのない
ように気を付けよう！

　私たち消費者一人一人が、消費行動を通じて、公正で持続可能な社会の実現に向けて積極的に参画していく社会を

「消費者市民社会」といいます。

　「消費」はお金を支払って行う「投票」です。人や社会、環境に配慮した商品やサービスを選択することが、その企業や提供
者を応援することにつながります。日々の消費行動が社会・経済・環境等に与える影響を考え、行動することが、消費者市民
社会の実現に向けた第一歩です。
　2015年に国連で採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）※1」の17の目標の一つにも「持続可能な
消費と生産のパターンを確保する」が挙げられ、エシカル消費※２等の消費行動によって社会を変えて
いくことが、その目標実現のための一手段として示されています。
※1 「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された2016年から2030年までの国際目標。2015年9月に国連サミットで採択。
※2 人や社会、環境に配慮した消費行動。倫理的消費

環境、人、社会等への配慮
●生産や廃棄の際に、環境に大きな
　負荷をかけない商品を購入する
●フェアトレード※商品を購入する

●障害がある人の支援につながる
　商品を購入する
●被災地支援につながる商品を
　購入する
●地産地消の商品を購入する

※開発途上国の原料や製品を適正な価格で
継続的に購入することで、生産者や労働者
の生活改善と自立を目指す貿易の仕組み

消費者市民社会って何だろう？

「消費者市民社会」の実現に必要な消費行動ってどんなこと？

公正で持続可能な社会へ

・環境保護　
・公正な市場形成
・被災地支援
・地域の活性化  等

環境、人、社会にやさしい
商品の販売拡大

・資源の有効活用
・食品ロスの
削減　等

適正な供給

・安全、安心の
確保

より良い商品の提供
商品の改善

あなたも身近なことから行動してみよう!

コンプライアンス
（法令遵守）に

欠ける事業者の商品は
購入しない

●偽ブランド品や安全性が
　十分に確認できない商品は
　購入しない

エシカル（倫理的）消費

私たちの消費行動が社会を変える!!

欠ける事業者の商品は欠ける事業者の商品は欠ける事業者の商品は買いすぎない
無駄な買い物はしない
●必要性や必要量をよく考える
　（衝動買いをしない）


